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要旨

現在，日本ＩＢＭ・ＮＨＫエデュケーショナルと共同で開発中のサバイバル日本

語マルチメディア教材について発表する。この教材はＣＤ－ＲＯＭ１枚に納まる＝

ンパクトなものであるが，多様な状況を限られた日本語で乗り切る力をつけること

を目的に開発した。場面や状況をビデオをデジタル化したスキットで提示し，それ

を中心に学習を進めるデザインになっている。マルチメディアの強みを活かし，ゼ

ロスターターにも取り組みやすいものになるようユーザーインターフェースも工夫

した。本稿では，教材を紹介するとともに，独習以外の場合にどのような活用法が

考えられるかについても鏡じる。

１．はじめに

マルチメディア日本語教育教材の開発は，最近関心の高まっている

分野である(')。この関心の高まりには，ハード面の進歩によりＣＤ－

ＲＯＭドライブを備えたＡＶ対応のパーソナルコンピュータの価格が

下がり，ＣＤ－ＲＯＭソフトがリーズナプルな価格で提供される環境

が整ってきたことが大きく影響しているが，つい数年前までは情報量

が多すぎて教材に組み込みたくても諦めていた動画やビデオが活用し

やすくなり，教材デザイン上の自由度が飛躍的に拡大したことも要因

となっていると考えられる。

この自由さをどのような形で有効に教材開発に活かしていくのか。

これからのマルチメディア教材開発は，映像・音声・文字といった媒

体の豊富さだけで満足するのではなく，なぜマルチメディアなのか，

その積極的な意味がユーザーに見えるものとなっていかなければなら

ないだろう。

２．共同研究の目的と形態
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上述のような観点からマルチメディア教材を検討することが，今回

のマルチメディア日本語教材開発の共同研究プロジェクトの目的の一

つである。

本研究プロジェクトは，日本ＩＢＭ，ＮＨＫエデュケーショナルお

よび才田の三者で1994年春から開始した。サバイバル日本語マルチメ

ディア教材を実際に開発しながら種々の可能性を探るアプローチを採

用した。研究プロジェクト遂行上の役割は，基本的には，開発におけ

る技術面を日本ＩＢＭ，映像や音声リソースの提供と画面デザインを

ＮＨＫエデュケーショナル，教育内容に関わるデザインや日本語に関

する情報のリソースを才田が担うこととしたが，できる限り三者で協

議し，意見の一致をみない場合は互いに妥協しつつ全体の形を決めて

いった。

こうしたアプローチをとることについて，日本語教育に携わる側か

らのメリットを挙げると，まず，具体化することを前提としているの

で，技術の壁を無視してイメージがふくらみすぎ，アイディア倒れに

終わる危険がない。また，開発中に協議し意見の一致をみたものにつ

いて，立場の異なる者がそれぞれ別のイメージで理解していることな

どが具体化作業を通してよく見え，チェックできる。さらに，実際に

動くものを作ることで，時間的な問題，経済的な制約など，教材の開

発に当たって無視できない問題もリアルに捉えられる。加えて，実際

に出来上がったものに接することによって，教材デザインのイメージ

にさらに拡がりが出ることなどが挙げられよう。

本教材は，現在，プロトタイプ版がほぼ完成しテストに入っている。

国内・国外の個人やいくつかの機関で試用していただき，フィードバッ

クを得る予定である。

３．システムの概要(2)

プログラム開発にはVisualBasicとＣ言語を用いた。ビデオのデ

ジタル化に際してはVideoforWindowsVersionL1を使用し，１フ

レームずつ取り込んでピットマップ（絵）にした。画質や動きの自然

さとメモリーの容量の双方を勘案してフレーム数を半分に間引き，１

秒間に１５フレームの割りで表示することにした。

－５４－



教材の性質から考えて海外での個人使用が中心となると予想される

ので，英語版WindowsVersion3､１上で動くように作成した。

必要なハードウエアとしては，Windows対応のi486DX250MHz以

上の性能を持つパーソナルコンピュータで，８ＭＢのＲＡＭ，Double

SpeedのＣＤ－ＲＯＭドライブを備え，ハードディスクに６ＭＢ程度

の余裕のあるものが望まれる。640Ｘ480ドット256色対応のピデオカー

ドと，Windows上で稼動する音声ソフトも必要である。マイクとスピー

カーを備えているほうが練習の幅が広がるので望ましい。

４．コースウエアの特徴

この教材では，図１に示したように12のトピックが扱われている。

学習者は，このトピック選択画面を眺めることで，この教材全体でど

んな事柄がカバーされるのかを把握することができる。

図１トピックのメニュー画面

各トピックには１つから３つのスキットがあり，全体で24のスキッ

トが提示される。これらのスキットのリソースは，1994年に教育テレ

ビで放映されたＮＨＫ日本語講座初級コースである(3)。
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